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商品取引員とは投資家と先物市場をつなぐ  

仲介役を果たす会社のことで、株式市場にお  

ける証券会社と同じような役割を演じていま  

す。投資家はこの商品取引員がいなくては商  

品先物取引を行うことができません。そこで  

今回、その仲介機能を適正にしようというも  

のです。その場合、3つの見直し点が考えら   

改正の主なポイント   

商品取引員の許可制度の見直し   

商品取引員に対する行為規制の   

見直し  

①受託専業務に対する璃制  

②為替証拠金取引に対する規制   

商品取引鼻に対する監督  

イ主務大臣による監皆上の処分の   

見直し  

P・商品取引員に対する監視・監査   

の効率的実施   
まず、商品取引員をJ「市場仲介機能の担い  

手」として、その位置づけを明確にし、その  

役割にふさわしい要件を課することによって  

信頼性の向上を図ることが必要としています  

そのため、委託者保護に配慮しつつ、委託手  

数料の自由化などによる競争環境の変イヒに対  

応して商品取引員が創意工夫をし、多様な事  

業展開ができるように制度を整備することが  

必要としています。   

具体的には、現在の商品市場ごとの許可区  

分や受託できる商品取引員と取次ぎ（投資家  

から受けた注文を、その商品市場に加入して  

いる商品取引員を通じて注文を出す）商品取  

引員との区分を見直すことが適当であるとし  

ています。   

また、商品取引員の財務状況も個々の商品  

取引員かノスタ負担や業憩に応じて条件を設  

定するとともに、純資産額め評価方法も厳格  

にすることが適当としています。  

さらに、現在、商品取引員は資本金、登録  

外務員数などで第一種、第二種と区分けされ  

ていますが、電子取引が普及してきたこと、  

商品取引員の業態が多様化してきたことなど  

から、廃止することが適当としています。   

ここでは2つの改正点を挙げています。   

第1が「受託等業務に対する規制」です。  

これは商品先物取引で委託者と商品取引員と  

の間のトラブルを防ごうというのがねらいで  

す。現在、投資家を勧誘するときには「適合  

性原則」などがあって、商品先物取引に適格  

性を欠く人への勧誘は禁止されていますが、  

これを二層、厳格にすべきであるとしていま  
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